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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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新年のご挨拶

水産物を使った料理教室で交流会

賀川豊彦の功績と記念事業

平成26年度 農林水産施策の推進に係る政策提案会 開催

コープこうべと地産地消事業を推進

ジャンボフェリーで安全講習会

コープこうべと地産地消事業を推進

但馬地区漁青連 ＪＦ坊勢を視察

ジャンボフェリーで安全講習会

県功労者表彰
平成24年度  のり共販終了
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干しダコのある風景（໌石ࢢ）：ࣸ ਅ佞ڙ ＪＦ兵庫漁連 津田ӳࢯ޾
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表紙の言葉

写真撮影：ＪＦ兵庫漁連 津田英幸氏
　様々な食べ方で愛される瀬戸内海のタコ。
　なかでも干しダコはその味、食感が根強い人気です。

　停まっている自転車、積まれたコンテナ、防潮堤の上の
植木鉢など････
　物干し竿に吊るされた干しダコは、浜の風景に溶け込ん
で、夏を感じさせるものとなっています。

　風情があって、どことなくユーモラス。
　やはり、瀬戸内海の夏の浜には干しダコが似合います。

「干しダコのある風景」（明石市）

No.682   August. 2013

　

40
年
以
上
も
前
の
話
し
に
な
る
が
、
私
が
最
初
に
社
会
に
出
て
職
に

就
い
た
の
は
中
東
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
。
こ
の
国
は
小
国
な
が
ら
今
で
も
石

油
埋
蔵
量
の
多
さ
を
誇
っ
て
い
る
が
、
当
時
、
ア
ラ
ビ
ア
湾
（
一
般
的

に
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
）
で
操
業
す
る
ト
ロ
ー
ル
漁
船
が
存
在
し
ア
シ
ア
カ

エ
ビ
を
漁
獲
し
母
船
で
凍
結
さ
れ
日
本
な
ど
へ
輸
出
し
て
い
た
。

　

お
そ
ら
く
資
源
枯
渇
の
傾
向
が
出
は
じ
め
、
こ
の
国
の
政
府
か
ら
の
要
請
で
日
本
の
あ
る
石
油
会

社
が
石
油
採
掘
権
の
保
全
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ア
シ
ア
カ
の
種
苗
生
産
と
放
流
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
こ
の
仕
事
を
受
け
ら
れ
た
恩
師
が
組
ん
だ
チ
ー
ム
に
加
え
て
い
た
だ
き
３
年
間
を
ア
ラ
ブ

で
過
ご
し
た
。

　

こ
の
時
、
伊
保
の
漁
師
さ
ん
２
名
も
ス
タ
ッ
フ
に
お
ら
れ
、
採
卵
用
の
親
エ
ビ
を
獲
っ
て
い
た
だ

い
た
が
、
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
木
船
を
漁
船
と
し
て
、
内
海
の
小
型
底
曳
技
術
を
使
っ
て

い
た
の
だ
が
、
今
考
え
る
と
あ
ん
な
船
で
良
く
漁
が
で
き
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

リ
ー
ダ
ー
役
の
恩
師
が
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。「
漁
業
を
行
う
に
は
様
々
な
知
識
が
必

要
だ
。
ま
ず
、
漁
に
出
る
前
に
は
天
候
の
こ
と
（
気
象
学
）
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
沖
に
出
て
も
無
駄

足
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
次
に
、
海
洋
学
の
事
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
つ
ま
り
海
底
地
形
や
海
流
の
こ
と
を
無
視
し
て
は
、
思
い
ど
お
り
に
釣
り
糸
や
網
を
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
水
温
や
塩
分
濃
度
の
変
化
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
ど
こ
に
漁
場
が
形
成

さ
れ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
最
も
大
切
な
こ
と
は
魚
類
の
生
態
学
で
あ
る
。
例
え
ば
魚
種
に
よ
っ

て
ど
こ
で
生
ま
れ
、
何
を
食
べ
、
ど
の
よ
う
に
移
動
し
、
ど
の
よ
う
な
場
所
を
棲
家
に
し
て
い
る
の

か
。
そ
し
て
、
水
温
や
塩
分
濃
度
あ
る
い
は
潮
流
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
漁

に
な
ら
な
い
。」「
だ
か
ら
、
漁
を
す
る
人
の
事
を
特
別
な
技
術
や
知
識
を
持
つ
教
師
や
医
師
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
、
尊
敬
の
意
味
で
漁
師
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
！

　

漁
業
を
生
業
と
し
て
い
る
人
々
の
こ
と
を
最
近
は
「
漁
業
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、

個
人
的
に
は
「
漁
師
」
い
や
「
漁
師
さ
ん
」
の
方
が
好
き
で
あ
る
し
、40
年
間
変
わ
ら
ぬ
想
い
で
あ
る
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

変
わ
ら
ぬ
想
い

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

専
務
理
事　

山 

口
　
徹 

夫

	 ２	 ようそろ
	 ３	 平成26年度	農林水産施策の推進に係る政策提案会開催
	 ４	 海上安全講習会をジャンボフェリー内で開催
	 ５	 兵庫県ＪＦ職員研修会開催
	 ６	 コープこうべと地産地消を推進
	 ７	 気象庁からのお知らせ
	 ８	 坊勢島で小型底曳網漁業を体験
	 ９	 干しダコ出来たよ!!
	 10	 大輪田塾だより
	 11	 海難事故をなくそう！
	 12	 グループリーダー夏期研修会を開催
	 	 ヒトデの駆除に新兵器!?
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
県
の
翌
年
度
予
算
や
重
要
施
策
に
系
統
団

体
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
、
兵
庫
県

主
催
「
平
成
26
年
度
農
林
水
産
施
策
の
推
進

に
係
る
政
策
提
案
会
」
が
、７
月
16
日
（
火
）

神
戸
市
中
央
区
の
土
地
改
良
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
会
は
、
水
産
業
界
か
ら
水
産
施

策
の
提
案
を
行
う
場
と
し
て
、
農
政
環
境
部

長
は
じ
め
県
幹
部
出
席
の
も
と
、
毎
年
、
県

が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
冒
頭
、
挨
拶

に
立
っ
た
県
農
政
環
境
部 

伊
藤 

聡
部
長
は

「
日
本
食
を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
動

き
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
魚
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
県
漁
業
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
燃
油
高
騰
や
豊
か
な
海
を
取

り
戻
す
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵
庫
水

産
政
策
協
議
会
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

山
田 

隆
義
会
長
よ
り
「
燃
油
問
題
で
は
、

本
県
、
全
国
と
大
会
を
行
っ
た
が
、
政
府
与

党
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
施
策
は
期
待
外
れ
で

あ
っ
た
。漁
業
者
の
生
活
は
困
窮
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く

が
、
是
非
、
後
方
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
瀬
戸
内
海
再
生
に
向
け
た
議
員
連
盟

で
は
、
知
事
を
お
呼
び
し
て
勉
強
会
を
開
催

し
た
い
と
予
定
し
て
い
る
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
口 

徹

夫
専
務
よ
り
「
県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に

係
る
食
育
の
推
進
並
び
に
地
産
地
消
の
推

進
」、「
漁
業
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
」
の

２
項
目
を
重
点
的
に
提
案
し
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
を
中
心
に
、
県
幹
部
と
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
兵
庫
水
産
政
策
協
議
会
委
員
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

平
成
26
年
度 

農
林
水
産
施
策
の
推
進
に
係
る

 

政
策
提
案
会 

開
催

―　平成26年度　政策提案の内容　―
重点要望事項

１．県産水産物の消費拡大に係る食育の推進並びに地産地消の推進
　①�　兵庫のさかな食のモデル地域構築計画の円滑な推進を通じた、県産水産物の消費拡大と食育並びに�
地産地消の支援強化について

　②　但馬産水産物の流通販売促進への支援について
　③　「兵庫のり」のブラジル等への輸出推進に係る支援について
　④　移動販売車による鮮魚販売事業に対する支援について
２．漁業経営安定対策について
　①　設備等の更新に対する支援策の構築について
　②　漁業共済掛金に対する助成について

　＜継続要望＞
１．漁業用燃油高騰対策として
　①　「漁業経営セーフティーネット構築事業」を拡充強化すること
　②�　漁業用燃油に係る税制措置として、漁業に使用する軽油に係る軽油引取税の免税措置の恒久化並びに
農林漁業用Ａ重油に係る石油石炭税の免税・還付措置を恒久化すること

２．瀬戸内海関係漁連・漁協が行う、新法（新瀬戸内再生法）制定に向けた取組みへの支援
３．日韓漁業問題について

その他の要望事項

１．放置艇を収容する係留設備の整備並びに賠償責任保険の加入促進について
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
７
月
10
日
（
水
）
並
び
に
同
月
23
日
（
火
）、
系

統
団
体
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
、

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合
、
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海

づ
く
り
協
会
、
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）
と
国
土
交

通
省
神
戸
運
輸
監
理
部
が
主
催
し
た
「
海
上
安
全
講

習
会
（
命
を
守
る
運
動
）」
が
大
型
船
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
㈱
の

協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
、
同
社
の
神
戸
発
小

豆
島
経
由
高
松
行
き
の
船
に
乗
り
、
船
内
で
操
舵
室

（
ブ
リ
ッ
ジ
）
の
見
学
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

大
型
船
か
ら
見
た
視
点
の
違
い
や
航
海
感
覚
、
操
船

の
難
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
漁
業
者
・
漁
協
職
員
ら
は
、
神

戸
港
出
航
後
、
す
ぐ
に
ブ
リ
ッ
ジ
に
上
が
り

明
石
海
峡
を
通
過
す
る
ま
で
の
間
、
操
船
方

法
や
レ
ー
ダ
ー
の
画
像
な
ど
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
担
当
者
は

「
大
阪
湾
側
か
ら
明
石
海
峡
に
進
入
す
る
場

合
、
レ
ー
ダ
ー
は
明
石
海
峡
大
橋
ま
で
は
信

用
で
き
る
が
、
橋
の
向
こ
う
は
偽
像
と
な
り

易
く
、
安
心
で
き
な
い
。
船
長
は
安
全
な
航

路
を
早
め
に
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
他

船
に
お
い
て
は
避
け
き
れ
ず
に
停
ま
っ
た

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
」

と
話
さ
れ
、
実
際
の
レ
ー
ダ
ー
に
小

型
船
が
映
っ
た
り
消
え
た
り
す
る
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
海
峡
付
近

は
か
な
り
注
意
深
く
航
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
過
去
に

海
技
大
学
校
の
大
型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
し
た
方
か
ら
は
「（
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
は
）
ま
た
違
っ
た
感
覚
。

漁
船
か
ら
見
た
場
合
に
比
べ
、
大
型
船
か
ら

は
想
像
以
上
に
小
型
船
が
接
近
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
前
方
や
左
右
の
死
角
に
入
れ

ば
全
く
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
海
峡
通
過
後
に
は
、
船
内
に
お
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
側
か
ら

は
「
ど
の
よ
う
な
漁
具
で
、
ど
の
よ
う
な
漁

を
し
て
い
る
の
か
。
季
節
や
時
間
も
分
か
れ

ば
助
か
る
。
海
中
で
ど
の
様
に
漁
具
が
展
開

さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、フ
ェ
リ
ー

の
乗
組
員
が
香
川
県
の
漁
船
に
体
験
乗
船
し
、
知
識

向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
双
方
か
ら
「
お
互
い
に
海
で
仕
事
を
す

る
立
場
を
理
解
し
、
協
力
し
あ
っ
て
事
故
の
な
い
よ

う
に
努
め
た
い
」
と
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
を
務
め
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
指
導
部
）
に

よ
る
と
「
こ
の
取
組
み
を
今
後
数
回
に
分
け
て
行
い

ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
体
験
し
て
も
ら
い
、

海
上
安
全
に
繋
げ
た
い
」
と
し
て
お
り
ま
す
。
次
回

㈶兵庫県水産振興基金

海上安全講習会をジャンボフェリー内で開催
　～大型船からの視界や動力性能を体験～

小豆島入港前のブリッジ内。緊張感があります（７月10日）

意見交換会の様子（７月10日）
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㈶
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

は
、
７
月
29
日
（
月
）
兵
庫

県
水
産
会
館
に
お
い
て
「
平

成
25
年
度 

兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
職

員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
会

場
が
ほ
ぼ
満
員
と
な
る
Ｊ

Ｆ
・
系
統
団
体
職
員
な
ど
約

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
は
「
こ
れ
か
ら
の
漁

業
権
」
と
題
し
、
講
師
の
県

水
産
課 

中
岸 

明
彦
課
長
補
佐
兼
漁
政

係
長
か
ら
、漁
業
権
制
度
の
成
り
立
ち
、

定
義
な
ど
の
基
礎
知
識
と
あ
わ
せ
、
権

利
の
濫
用
・
誤
用
事
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
中
岸
氏
は

「
漁
業
権
を
守
る
た
め
に
は
、
漁
業
者

は
自
ら
漁
業
権
免
許
権
者
・
行
使
者
と

し
て
そ
の
法
的
適
格
性
・
合
理
性
を
世

間
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
話
を
さ
れ
、
参
加
者
は
漁
業
権
に
つ

い
て
認
識
を
新
た
に
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
あ
と
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導

部 

北
村 

伸
也
主
任
か
ら
「
漁
業
協
同

組
合
書
式
集
（
改
定
版
）
に
つ
い
て
」、

続
い
て
県
水
産
課
組
合
指
導
係 

大
石 

賢
哉
主
査
か
ら
「
漁
協
等
向
け
の
総
合

的
な
監
督
指
針
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
当
基
金
で
は
今
回
の
研
修
会

終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
、
Ｊ
Ｆ
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
内
容
を
検
討
し
、

研
修
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

㈶
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
職
員
研
修
会 

開
催

　

～
漁
業
権
に
つ
い
て
学
ぶ
～

は
来
年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
お
問
合
せ

先
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８
︱

９
４
０
︱
８
０
１
３
）

23日の研修の様子今回乗船した「りつりん２」
（総トン数：3,664トン 全長：約120ｍ　型幅：20ｍ）

講演を行った中岸講師

ＪＦ兵庫漁連 北村主任県水産課 大石主査
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７
月
２
日
（
火
）、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 
隆
義
会
長
）
が
連
携

し
た
「
ひ
ょ
う
ご
の
地
魚
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
54
店
舗
で
、
新
鮮
な

地
魚
を
示
す
「
と
れ
ぴ
ち
」
シ
ー
ル
を
パ
ッ

ク
に
貼
っ
て
販
売
す
る
も
の
で
す
。
な
か
で

も
大
型
店
９
店
舗
で
は
、「
産
直
市
」
と
し

て
毎
週
火
曜
日
に
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
派
遣

し
た
普
及
指
導
員
が
、
コ
ー
プ
組
合
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
魚

の
美
味
し
さ
や
食
べ
方
を
提
案
す
る
ほ
か
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
取
り
組
み
“
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
（
ネ
ク

ス
ト
パ
ス
）”
を
活
用
し
た
若
年
層
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
強
化
を
図
り
、
魚
食
文
化
の
継

承
や
「
地
産
地
消
」
の
普
及
に
つ
な
げ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
旬
の

魚
や
食
べ
方
な
ど
の
情
報
発
信
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
街
の
魚
屋
の
激
減
や
、
消
費
者

の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
っ
て
い
く
な
か
、

水
産
物
の
食
べ
方
や
調
理
法
に
対
す
る
消
費

者
の
知
識
低
下
に
危
機
感
を
抱
き
、
本
来
の

魚
の
美
味
し
さ
や
食
べ
方
を
伝
え
る
一
般
消

費
者
へ
の
食
育
へ
の
取
組
み
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
コ
ー
プ
こ
う

べ
と
連
携
し
、
普
及
指
導
員
に
よ
る
店
頭
で

の
加
工
品
も
含
め
た
「
安
心
良
質
な
兵
庫
県

産
魚
介
類
」
の
試
食
、
商
品
説
明
、
調
理
方

法
等
を
提
案
し
つ
つ
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
旬
の
魚
の
美
味
し
さ

や
食
べ
方
を
、
直
接
組
合
員
に
伝
え
、
地
産

地
消
を
推
進
し
て
行
く
取
組
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
、
産
直
市
が
実
施
さ
れ
た
店
舗
は

大
型
店
9
店
舗
。
他
の
店
舗
で
も
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
同
じ
魚
種
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
実
施
地
区
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。

　
毎
週
火
曜
日 

産
直
市
実
施
コ
ー
プ
店
舗
の

ご
紹
介
（
Ｄ：コ
ー
プ
デ
イ
ズ
、
Ｃ：コ
ー
プ
）

　
シ
ー
ア
、
Ｄ
北
町
、
Ｄ
神
戸
西
、
Ｃ
北
口
、

Ｃ
横
尾
、
Ｃ
西
神
南
、
Ｃ
苦
楽
園
、
Ｃ
武
庫

之
荘
、
Ｃ
甲
東
園

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

広
報
部

コ
ー
プ
こ
う
べ
と
地
産
地
消
を
推
進

　

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
販
売
～
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～気象庁からのお知らせ～

８月30日から『特別警報』の発表を開始します

　気象庁は８月から特別警報の発表を開始します。
　気象庁はこれまで、大雨や地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警
報を発表して警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害
による危険性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」
を発表します。特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」や、我が国の観測史上最高の潮位を
記録し、犠牲者3,300人以上を出した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらし、死
者・行方不明者合わせて98名を出した「平成23年台風第12号」の豪雨等が該当します。

　津波、火山噴火については、それぞれ大津波警報、噴火警報（レベル4以上）など、既にある警報
のうち、危険度が非常に高いレベルのものを特別警報として、従来の名称のまま発表する予定です。

　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にありま
す。津波（大津波警報）であれば、何より高いところへの避難が必要ですが、大雨や高潮などの風
水害の場合は、避難のために外出することが既に危険となっている場合もあります。屋外の状況や、
避難指示・勧告等に留意し、避難所
へ避難するか、屋内の比較的安全な
場所にとどまるかなど、ただちに命
を守るための判断・行動をしてくだ
さい。

　また、特別警報が発表されないか
らといって災害が発生しないという
ことではありません。従来の警報は
これまでと変わりなく、重大な災害
のおそれがあるときに発表しますの
で、警報が発表された時点で十分な
警戒が必要です。大雨等の際は、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用
して、早め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

　『特別警報』は、テレビやラジオ、防災無線などの様々な方法で伝えられます。『特別警報』が発
表されたら、ただちに命を守るために判断・行動してください。

　特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

　お問い合わせ先
　　気象庁神戸海洋気象台業務課	０７８－２２２－８９０７（電話番号）

大

災
害
の
危
険
性

小災害が発生するおそれが
あるときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

注意報

警　　報

特別警報
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但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
中 

康
正
会
長
）
は
、
漁
協
が
行
う
資
源
管
理
の

手
法
や
、
瀬
戸
内
海
側
の
漁
業
の
現
状
、
現

在
行
っ
て
い
る
イ
オ
ン
㈱
と
の
提
携
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
、
姫
路
市
で
視

察
研
修
を
行
い
、
関
係
者
も
あ
わ
せ
15
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
姫
路
市
家
島
町
の
Ｊ
Ｆ
坊
勢
に

行
き
、
同
Ｊ
Ｆ
の
事
業
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
同
Ｊ
Ｆ 

森 

光
則
参
事
か
ら
、
Ｊ
Ｆ
の

概
要
や
、
行
わ
れ
て
い
る
漁
業
の
内
容
、
資

源
管
理
の
取
組
み
な
ど
の
話
を
聞
い
た
後
、

中
間
育
成
場
や
加
工
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
中
間
育
成
場
で
は
、
同
Ｊ
Ｆ
が
、
活
か

し
て
漁
獲
さ
れ
た
小
型
の
ア
コ
ウ
を
買
い

取
り
、
育
成
し
放
流
す
る
取
組
み
を
実
践

し
て
お
り
、
参
加
者
ら
は
担
当
者
に
詳
し

く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
同
Ｊ
Ｆ
の 

大
角 

生
馬
氏
（
県
漁
青
連
会
長
）
の
漁

船
に
乗
り
込
み
、
瀬
戸
内
海
の
小
型
底
曳

網
漁
業
の
操
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
普
段

と
は
違
う
海
と
船
に
、
参
加
者
は
興
味
深

く
見
学
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
質
問
を

し
つ
つ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
次
に
、
姫
路
市
白
浜
町
の
イ
オ
ン
フ
ー

ド
サ
プ
ラ
イ
㈱
の
集
配
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
、
県
と
イ
オ
ン
が
行
っ
て
い
る
水

産
物
の
連
携
の
取
り
組
み
や
水
産
物

の
流
通
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
担
当
者
か
ら
は
生
ホ
タ
ル
イ

カ
を
レ
シ
ピ
と
一
緒
に
し
て
売
っ
た

と
こ
ろ
、
昨
年
度
の
３
倍
以
上
の
売

り
上
げ
を
記
録
し
た
こ
と
や
、
来
年

度
は
ハ
タ
ハ
タ
で
企
画
す
る
と
の
話

が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
意

見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
、
参
加
者
ら
は
イ
オ
ン
大
津

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
鮮
魚
売

り
場
を
訪
れ
、
担
当
者
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
前
日
訪
れ
た
集

配
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
い
た
大
き
な
魚

を
販
売
す
る
サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
、

刺
身
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
と
の
こ

但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

坊
勢
島
で
小
型
底
曳
網
漁
業
を
体
験

　

～
イ
オ
ン
集
配
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
視
察
～

アコウの入った水槽を見学

西日本の各地に商品を届ける仕組みを学ぶイオン店舗を見学しました
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７
月
24
日
（
水
）、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
の
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
（
シ
ー

ト
ク
ラ
ブ
）
は
夏
休
み

の
親
子
イ
ベ
ン
ト
を
水

産
会
館
で
開
催
し
、
干

し
ダ
コ
づ
く
り
と
魚
の

3
枚
お
ろ
し
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
干
し
ダ
コ
作
り
で

は
、同
会
館
屋
上
で
行
わ
れ
、

シ
ー
ト
ク
ラ
ブ 

西
本 

広
幸

主
任
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

や
や
風
も
あ
る
絶
好
の

“
干
し
ダ
コ
日
和
”。
参

加
し
た
16
組
の
親
子

は
、
講
師
ら
の
指
導
の

も
と
、
タ
コ
を
〆
る
と
こ
ろ
か
ら
干
す
ま
で
の
作
業

を
行
い
、
最
後
に
出
来
た
干
し
ダ
コ
を
前
に
記
念
撮

影
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
干
し
ダ
コ
づ
く
り
の
あ
と
は
、
会
館
4
階
の
調
理

実
習
室
で
ア
ジ
の
3
枚
に
お
ろ
し
、
ア
ジ
の
ソ
テ
ー

や
タ
コ
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ 

隅
谷 

翠
主
任
も
加
わ

り
、
参
加
し
た
親
子
は
次
々
に
料
理
を
作
っ
て
い
き

ま
し
た
。
最
後
に
、用
意
さ
れ
た
タ
コ
飯
、味
噌
汁
、

手
作
り
の
心
太
（
と
こ
ろ
て
ん
）
と
と
も
に
昼
食
を

摂
り
、
夏
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え
た

よ
う
で
し
た
。

と
で
、
担
当
者
か
ら
「
消
費
者
が
興
味
を
示

す
水
産
物
は
活
魚
と
加
工
品
。
特
に
加
工
品

は
人
気
」
と
い
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
視
察
研
修
の
最
後
は
、
姫
路
市
白
浜
町
に

あ
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
柴
田 

昌
彦
流
通
加
工
事
業
本
部
長

か
ら
話
を
聞
き
、
水
産
物
の
加
工
品
の
製
造

工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
柴
田
本
部
長
に
よ

る
と
「
但
馬
の
魚
で
は
、
ハ
タ
ハ
タ
と
ホ
タ

ル
イ
カ
を
商
品
化
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、「
加

工
品
に
は
単
価
が
安
く
、
加
工
の
手
間
が
掛

か
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
た
量
が
確
保
で
き
る
も

の
が
向
く
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫漁連 ＳＥＡＴ－ＣＬＵＢ

干しダコ出来たよ!!
　～絶好の干しダコ日和のもと楽しむ～

ＪＦ兵庫漁連 柴田本部長と意見交換

干しダコとともに記念撮影隅谷主任の料理教室
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７
月
の
大
輪
田
塾
は
通
常
講
座
と

宿
泊
研
修
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
講
座
は
９
日
（
火
）
に
「
漁

業
法
概
要
」
と
題
し
、
県
水
産
課 

中
岸 

明
彦
課
長
補
佐
を
講
師
に
招

き
、
漁
業
法
や
漁
業
権
の
成
り
立
ち

等
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

中
岸
講
師
は
「
漁
業
法
は
漁
業
者
を

守
る
た
め
の
法
律
。
普
段
か
ら
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
」
と
さ
れ
、

法
律
の
考
え
方
や
、
漁
業
権
行
使
の

あ
り
方
な
ど
詳
し
く
話
を
さ
れ
、
塾

生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）
に
は

毎
年
恒
例
の
県
外
研
修
を
「
ブ
ラ
ン

ド
化
」
に
焦
点
を
絞
り
、
淡
路
・
徳

島
方
面
で
行
い
ま
し
た
。
21
日
は
Ｊ

Ｆ
福
良
に
お
い
て
「
淡
路
島
3
年
と

ら
ふ
ぐ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
同
Ｊ
Ｆ 

前
田 

若
男
組
合

長
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ハ
マ
チ
養
殖
か
ら
ト
ラ
フ

グ
養
殖
へ
の
転
換
の
話
か
ら
、
3
年

の
養
殖
フ
グ
に
こ
だ
わ
り
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
現
在
の
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
す
る
に
到
っ
た
過

程
や
Ｐ
Ｒ
の
方
法
な
ど
を
お
話

い
た
だ
い
た
あ
と
、
養
殖
筏
の

フ
グ
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
3
年
フ
グ
の
証
明
書
や
全

国
の
フ
グ
養
殖
業
者
間
で
情
報

を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
参
考
に
な
る
話
は
多
く
、
塾

生
は
こ
こ
ま
で
詳
し
い
内
容
を

聞
く
の
は
初
め
だ
っ
た
よ
う
で

「
Ｐ
Ｒ
の
方
法
な
ど
の
工
夫
は

大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
場
所
を
徳
島
県
の
Ｊ
Ｆ

徳
島
市
に
移
し
「
徳
島
活
鱧
ブ
ラ

ン
ド
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
Ｊ
Ｆ
徳
島
市 

麻
植 

勇
組
合

長
、
徳
島
県
水
産
課 

佐
藤 

佳
奈
主

任
主
事
ほ
か
関
係
者
か
ら
ハ
モ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。
全
国
で
も
有
数
の

ハ
モ
の
水
揚
量
を
誇
る
徳
島
県
で

は
、
ハ
モ
を
ブ
ラ
ン
ド
品
目
と
し
て

位
置
づ
け
、
漁
業
・
飲
食
業
・
観
光

業
・
行
政
な
ど
で
「
徳
島
の
活
鱧
ブ

ラ
ン
ド
確
立
対
策
協
議
会
」
を
立
ち

漁
業
法
と
宿
泊
研
修（
淡
路
・
徳
島
方
面
）

中岸講師の話に聞き入る塾生のみなさん詳しくお話くださった前田組合長

福良漁港で記念撮影（このあと更に塾生が合流）

偶然見ることができたハモの漁具
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上
げ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
同
Ｊ
Ｆ
で
は
職
員
に

よ
る
厳
し
い
選
別
や
、
活
か
し
方
の
工
夫
な

ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浜
で
は

工
夫
を
凝
ら
し
た
選
別
台
や
活
か
し
て
い
る

水
槽
な
ど
も
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

塾
生
は
熱
心
に
質
問
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
し
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
徳
島
県
を
代
表
す
る
企
業
の
一

つ
で
あ
る
大
塚
製
薬
㈱
の
徳
島
工
場
を
訪
れ
、

生
産
管
理
と
社
員
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
生
産
管

理
に
つ
い
て
は
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
と
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
の
製
造
工
程
を
見
学
し
、
徹
底
し
た
衛
生

管
理
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
員
教
育
を
行
う
「
能
力
開
発
研
究
所
」
を
訪
問

し
、
担
当
者
か
ら
、
同
研
究
所
内
の
展
示
物
か

ら
導
か
れ
る
発
想
転
換
の
ヒ
ン
ト
に
繋
が
る
考

え
方
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
塾
生

は
普
段
と
は
違
う
内
容
と
、
新
し
い
考
え
方
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
時
間
を
超
え
る
熱

心
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
の
大
輪
田
塾

　
　
日
時
：
平
成
25
年
８
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら 

水
産
会
館
に
て

　
　
講
義
：「
平
成
25
年
度 

大
輪
田
塾
修
了

　
　
　
　
　

 

論
文
発
表
会｣

この選別台は小型のハモをそのまま海に帰す仕組み

低い天井に３トンを超す丸太。
どうやって乗せるかは、発想の転換が必要

海難事故をなくそう！
ライフジャケットを
着用していますか？

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
お近くのＪＦかＪＦ兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

モデル：ＪＦ兵庫漁連
　　　　廣津留 恵さん

夏の暑い時期は、膨張式ライフ
ジャケットが涼しい!!

季節に合わせて
ライフジャケットを着こなしては
いかがでしょうか

他にもいろいろなタイプの
ライフジャケットがありますよ

浮力合羽 も好評発売中！
ＪＦ兵庫漁連が開発した商品です

よく浮きます!!
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
７
月
13
日(

土)

、
Ｊ
Ｆ

神
戸
市
（
山
田 

隆
義
組
合

長
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
（
糸
谷 

安

一
組
合
長
）
の
底
曳
網
漁
船

に
よ
る
ヒ
ト
デ
駆
除
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
前
回
（
５
月
18
日
実
施
：

拓
水
６
月
号 

№
６
８
０
参

照
）
は
沖
合
の
通
常
操
業
す

る
海
域
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
沿
岸
部
の
ヒ
ト
デ
も

駆
除
す
る
た
め
、
北
海
道
で

使
わ
れ
て
い
る「
ス
タ
ー
モ
ッ

プ
」
を
参
考
に
、
ロ
ー
プ
を

加
工
し
て
絡
め
捕
る
ヒ
ト
デ
駆
除
用

の
モ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
実
施
当
日
、
垂
水
か
ら
兵
庫
ま
で

の
底
曳
網
漁
船
16
隻
が
分
担
し
て
、

沖
合
と
沿
岸

部
を
目
指
し

て
出
港
し
8

時
か
ら
作
業

を
行
い
ま
し

た
。
駆
除
の

方
法
は
、
沖

合
漁
場
は
通 

常
の
底
曳
網
で
、
沿
岸
部
は
ヒ
ト
デ
駆
除
用

モ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
午
後
1
時
ま
で
駆
除
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
駆
除
さ
れ
た
ヒ
ト
デ
は
約
1
ト
ン
で
、

東
須
磨
漁
港
に
陸
揚
げ
後
、
垂
水
漁
港
に
陸
送

し
、
焼
却
処
分
す
る
た
め
乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。

　
但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山

中 

康
正
会
長
）
は
、
豊
岡
市
内
の
ホ
テ
ル

で「
平
成
25
年
度
但
馬
地
区
漁
青
連
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
夏
期
研
修
会
」
を
開
催
し
、

行
政
な
ど
の
関
係
者
も
合
わ
せ
て
約
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
挨
拶
を
行
っ
た
山
中
会
長
は
「
景

気
上
昇
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
が
、
実
感
で

き
な
い
の
が
現
状
。
我
々
は
景
気
の
状
況

に
関
わ
ら
ず
、
魚
食
普
及
等
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
、
来
賓
の
県
但
馬
水
産
事
務
所 

水
田 

章 

水
産
業
専
門
技
術
員
は
「
魚
価
向
上
の

取
り
組
み
は
継
続
し
続
け
な
け
れ
ば
結
果

は
出
て
こ
な
い
。
今
後
も
継
続
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
し
、
今
後
の
同
漁
青
連
の
活

動
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
講
義
が
２
課
題
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
「
冷
凍
魚
の
品
質
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
」
と
し
て
県
農
林
水
産
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー 

岡
田 

佑
太
研
究
員
か

ら
、
水
産
物
の
冷
凍
技
術
と
そ
の
品
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例
の
説
明
と
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に｢
ア
カ
ガ

レ
イ
の
資
源
生

態
」
と
し
て
独

立
行
政
法
人 

水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー 

日

本
海
区
水
産
研

究
所 

藤
原 

邦

浩
氏
の
講
義
が 

あ
り
ま
し
た
。

但
馬
地
区
漁
業

の
重
要
な
資
源

で
あ
る
ア
カ
ガ

レ
イ
の
生
態
に

つ
い
て
詳
し
く

講
義
が
な
さ

れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し

た
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
夏
期
研
修
会
を
開
催

ヒトデの駆除に新兵器!?
　～神戸市の２ＪＦが駆除実施～

県神戸農林水産振興事務所

但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

冷凍技術について話された岡田講師藤原講師の講義風景

新たに作ったヒトデ駆除用モップ

この取り組みは今後も続いていきます
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　消費者月
間 の 企 画
として５月
18日（ 土 ）
に、兵庫県
と大学生協
阪 神 事 業
連合の共催
で「ひょうごの消費者市民社会を大学生が創造す
るワークショップ」が、相楽園会館にて開催され、
18大学から132名の大学生が参加しました。
　冒頭に、これまで消費者啓発活動等を実践して
きた大学生28名に、「くらしのヤングクリエーター
活動認定証」が井戸敏三 兵庫県知事より交付さ
れました。

　17のグループにわかれてワークショップを実施。
消費者市民社会を自分の問題に置き換えながら、
グループごとに意見交流をし、消費者市民社会を

実現するた
めの「私の
○○力」を
３つ模造紙
に書き出し、
グループこ
とに発表し
ました。

　「同じグループや他のグループの意見を聞くことで、
消費者としての自分は何ができるのか、何が必要な
のかということを発見できました」という感想のとお
り、参加者の意見を全員で話し合うことにより、消
費者問題を
明るく楽し
く、かつ真
剣に学んだ
有意義な内
容のワーク
ショップに
なりました。

　兵庫県農協青壮年部協議会（水澤 辰也委員長）

は、６月15日（土）、全国農協青年組織協議会の

TPPにかかる全国一斉活動の一環として、JA兵

庫六甲農産物直売所「パスカルさんだ一番館」に

おいて、地域住民を対象にTPPに関する意識調査

を実施しました。

　調査は、盟友が地域住民とともにTPPについ

て考えることを目的に100人を対象に実施した。

「TPPに賛成ですか、反対ですか」との問いには、

約６割が「分からない」と回答。賛成は16％、

反対は25％だった。TPPに関する情報開示、説

明が不十分であることが浮き彫りになりました。

また、「TPPに参加することによって、どのよう

な影響があると思いますか」の問いには、５割が

「輸入品の価格低下」をあげる一方で、５割が「食

の安全性の低下」をあげ、食生活への影響に不安

を感じていることが分かりました。

　今回の調査を踏まえ、同協議会では、今後も地

域住民とともに地域農業と食について考える活動

に取り組むことにしています。

大学生が消費者問題を
明るく楽しく学びました

兵庫県青協がTPPに
ついて意識調査を実施

TPPに関する意識調査を実施する兵庫県青協の盟友
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魚はナゼ群れるのか
◆
日
常
生
活
に
は「
ナ
ゼ
」と
か「
ど
う
し
て
」と
考
え
る
事
が
多
く
あ
る
。「
海

の
水
は
ど
う
し
て
塩
辛
い
か
」と
子
供
に
聞
か
れ
た
。
海
水
が
辛
い
の
は
塩
分

を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
、
な
ぜ
塩
分
を
含
む
の
か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
回
答

に
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
棲
む
サ
カ
ナ
に
塩
辛
さ
が
影
響
し
な
い
か
。
海
の
魚
が

ナ
ゼ
塩
辛
く
な
い
の
か
と
、
矢
継
早
に
質
さ
れ
て
サ
カ
ナ
に
つ
い
て
、
あ
ま
り

理
解
し
て
な
い
な
と
反
省
し
き
り
だ
っ
た
。
海
水
中
の
塩
分
に
つ
い
て
は
地

球
の
歴
史
を
考
え
な
け
れ
ば
回
答
が
難
し
い
。
膨
大
な
年
月
に
よ
り
少
し
ず

つ
地
中
の
塩
が
海
に
集
積
し
た
そ
う
だ
が
、
素
人
に
は
難
解
す
ぎ
る
。『
死
海
』

は
１
ℓ
中
に
三
百
グ
ラ
ム
近
い
塩
類
を
含
む
と
か
、
湖
な
の
に
何
故
な
の
か
。

此
れ
も
調
べ
が
必
要
だ
。

◆
魚
が
塩
辛
く
な
い
の
は
、
魚
体
の
細
胞
に
侵
み
入
ら
ぬ
よ
う
、
浸
透
圧
の
調

整
が
旨
く
働
い
て
い
る
。
魚
の
体
液
は
海
水
よ
り
も
淡
い
か
ら
、
通
常
で
あ
れ

ば
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て
仕
舞
う
こ
と
に
な
る
が
、
海
水
を
呑
ん
で
も
余
分
な

塩
分
は
エ
ラ
で
漉
し
、
腎
臓
を
経
て
体
外
へ
排
出
す
る
か
ら
何
ら
影
響
を
受

け
な
い
。
日
本
人
は
古
代
か
ら
魚
や
海
草
を
食
し
て
海
と
は
深
い
関
係
に
あ

る
。
こ
う
し
た
魚
体
の
う
ま
い
仕
組
み
に
よ
り
、
健
康
が
維
持
さ
れ
て
き
た
よ

う
で
あ
る
。
魚
が
食
べ
ら
れ
る
暮
ら
し
を
、
今
更
な
が
ら
有
り
難
く
思
っ
て
い

る
。

◆
魚
が
ナ
ゼ
群
れ
に
な
る
の
か
。
こ
れ
を
学
問
的
に
探
求
し
随
分
と
色
ん
な

説
が
生
ま
れ
て
い
る
。
魚
の
行
動
は
、
環
境
変
化
へ
の
本
能
的
な
も
の
で
、
水

質
・
水
温
・
餌
の
多
寡
な
ど
で
動
き
を
起
こ
し
て
い
る
。
須
磨
海
浜
水
族
園
。

超
大
型
の
水
槽
で
イ
ワ
シ
の
群
れ
を
見
学
で
き
る
が
、
ほ
ぼ
同
種

類
で
同
体
長
の
個
体
が
大
き
く
群
れ
て
泳
い
で
い
る
。
一
見
し
て

右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
案
外
に
整
然
と
し
た
動
き
だ
。
後

方
に
い
る
イ
ワ
シ
も
勝
手
に
進
む
の
で
は
な
く
、
前
者
に
遅
れ
ま

い
と
懸
命
に
泳
い
で
い
る
。
少
し
で
も
群
れ
か
ら
外
れ
て
一
匹
に

な
る
と
、
た
ち
ま
ち
デ
カ
い
魚
に
食
わ
れ
る
。
弱
肉
強
食
の
世
界
が

眼
近
く
展
開
す
る
。
大
き
な
群
れ
を
作
る
の
は
、
保
身
の
た
め
の
究

極
的
な
本
能
と
い
え
よ
う
。

◆
魚
が
極
寒
の
海
に
住
め
る
の
は
何
故
か
。
魚
の
元
気
は
Ｄ
Ｈ
Ａ

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
人
間
に
も
プ
ラ
ス
要

素
で
、
非
常
に
健
康
に
役
立
つ
。
魚
は
大
切
な
食
料
源
で
あ
る
。
マ

グ
ロ
は
日
本
人
好
み
の
魚
で
、
大
ト
ロ
部
分
が
寿
司
ネ
タ
と
し
て

最
高
に
人
気
が
あ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
特
に
好
ま
れ
る
。
我
々
の
生

活
は
古
代
か
ら
、
魚
を
栄
養
源
と
し
て
成
り
立
つ
と
も
い
え
る
。
魚

の
動
き
に
関
す
る
知
識
が
、
漁
業
技
術
を
発
達
さ
せ
、
色
ん
な
漁
法

を
工
夫
し
開
発
さ
れ
た
。
明
石
の
林
小
学
校
の
庭
に
「
巾
着
網
の
発

祥
地
」と
い
う
石
碑
が
あ
る
。
先
人
の
苦
労
や
工
夫
の
後
を
偲
び
、

魚
食
で
き
る
こ
と
に
感
謝
す
る
の
も
意
義
あ
り
と
思
う
。
何
故
ど

う
し
て
の
疑
問
符
の
追
っ
か
け
は
、
大
い
に
楽
し
め
る
の
で
あ
る
。

ダ
リ
ア
と
蟷
螂

　ＪＦ兵庫信漁連では、毎年、兵庫県水産会館の１階ロビー
において、会館近くの明石市立播陽幼稚園の園児たちの 

“ 手作りうち
わ展 ” を開催
しています。
飾られたうち
わは、色とりどりの海にタコや魚が泳ぐ姿をモチーフにした絵
が描かれており、会館を訪れた人たちの目を楽しませてくれて
います。
　また、７月 23 日（火）には園児らを招いた見学会が開催され
ました。ＪＦ兵庫漁連 西本 広幸主任からのタコについての説明
では、園児たちは自分たちがうちわに描いたタコの話を夢中に
なって聞いていました。
　今年もたくさんの可愛いうちわをありがとう！

可愛い“うちわ”がいっぱい

かわいい“うちわ”の展示会
　～明石市立播陽幼稚園の園児らが作成～

ＪＦ兵庫信漁連

お行儀よく座って、話を聞く園児たち
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